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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
13 0 0 2 3 8 3 6 0 2 2 4 0 1 0 0
14 * 1 6 8 15 3 4 2 3 2 5 1 0 0 1
24 * 0 0 1 5 0 0 2 3 2 5 4 2 0 1
29 * 0 3 1 2 0 0 0 5 4 9 2 1 0 0
31 0 0 0 1 5 4 4 0 2 0 2 0 3 2 0
32 * 0 0 2 7 0 0 2 1 1 2 0 0 0 0
43 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
50 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
74 * 2 9 6 8 4 5 0 4 6 10 0 1 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 2 4 11 2 2 2 2 4 6 3 3 0 0
10 * 0 0 1 1 0 0 2 1 2 3 1 0 0 0
15 * 0 0 7 15 0 0 3 3 2 5 2 0 1 1
22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
41 0 0 2 0 3 0 0 5 2 2 4 0 0 1 0
52 0 0 0 1 3 1 1 2 0 0 0 1 1 0 0
70 * 4 7 2 6 4 4 3 1 3 4 1 2 0 0
76 * 0 1 5 11 1 2 2 3 10 13 1 1 0 0
86 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 4 0 1 0
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２０１６年度関西学生バスケットボール新人戦
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試 合 日 2016.12.10
関西学院大学開始時間 16:00
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戦評
【総括】
新人生準々決勝はベスト4を懸けての一戦。ディフェンスからの速い展開が持ち味の大阪産業大学と安定した
ゲーム運びができ、個々の能力が高い関西学院大学の試合となった。第三ピリオドまで両者退かない一進一退
のタフなゲームとなった。第四ピリオドは、関学大が勝負強さをみせ、見事逃げ切る形となり関学大に軍配が上
がった。
【第1ピリオド】
第一ピリオド、この試合最初の得点は関学大#74中野のシュートから始まった。大産大は合わせを起点としたテン
ポの良いオフェンスを活かして序盤のリードを奪う。それに対し関学大は苦しい攻め方になり難しいシュートになる
が、個々の能力が光るオフェンスを展開する。お互い思うように点数が進まないまま17-15大産大リードで第一ピリ
オド終了。
【第2ピリオド】
第二ピリオド、始まってすぐに関学大は厳しいプレスを展開する。ピリオドが始まり一分もたたないうちに、関学大
#74中野のバスケットカウントによって逆転する。二分間が経過し慣れてきた大産大は、淡々と得点を重ねる。大産
大#52斎藤のバスケットカウントで同点に持ち込む。五分間が経過し関学大はディフェンスをゾーンに変更する。
ゾーンによってインサイドでの得点が少なくなってしまったがアウトサイドのシュートが良く決まる大産大。それに対
して、鋭い攻めを見せる関学大はリードを守るが所々で決めきれないシュートが数多く見えるため点差を広げられ
ない時間が続く。点を獲られては取り返す両チーム一歩も退かない試合展開が続き34-37関学大リードで後半を
迎える。
【第3ピリオド】
第三ピリオド、関学大最初のオフェンスは#14高山の3Pシュートから始まり、そのまま流れを持っていくかと思われ
たが、第一ピリオドから続くテンポの良い攻めをしっかり継続させている大産大は着々と点を重ね、喰らいついて
いく。一度のシュートで決めきれない関学大はオフェンスリバウンドからのチャンスを獲得して得点を重ねる。関学
大としては点差の広がらない展開が続くため、辛い状況が続く。
【第4ピリオド】
第四ピリオド、関学大のオフェンスが勢いに乗ってきたのか、開始一分で点差を9点に広げ、大産大は苦しい展開
となる。関学大はディフェンスからの#13古家、#74中野の連続速攻で流れを引き込んでいく。大産大は、今まで続
いていたテンポの良い攻めが見えなくなってしまうが、大産大#76大町のガッツ溢れるリバウンドからの#70小川の
3Pシュート引き返そうとする。残り30秒63－56の場面で大産大はファウルゲームに持ちこむ。しかし、関学大はフ
リースローをしっかり沈め点差は変わらず、最後に関学大#43森上の芸術的なパスが会場をどよめかせ、60－67
で試合終了。
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